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地球上には莫大な数の生命が存在し，しかもそれぞれ独自の遺伝子を多数持っている．これら生物や遺伝子の多様

性は，長大な期間に蓄積した遺伝子の進化が基礎となって生じてきた．遺伝子はその名のとおり親から子に遺伝し

てゆく．その間に突然変異が起きて，ゆっくりと生物が変化してきたことが生物進化の核心である．現在に至るま

でこの変化は続いており，ヒトの進化も例外ではない．現在「ゲノム」という1つの生物が持っているすべての塩基

配列が次々に明らかにされつつある．生物進化の研究でも，ゲノム全体を常に考える「進化ゲノム学」 （Evolutionary

Genomics） が誕生しつつあるといえよう．本稿は，この進化ゲノム学について，比較ゲノム解析という観点を中心に

紹介する．
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比較ゲノム解析の方法
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